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― 第1回ホームカミングデー開催 ―

お帰りなさい　卒業生のみなさん！
福山大学　学長　牟田　泰三

三谷同窓会長の挨拶

宮地理事長の挨拶

吹奏学部によるミニコンサート

牟田学長の挨拶

会場の様子

掲載された
新聞広告

高橋客員教授による講演会

　第１回ホームカミングデーを10月

25日（日）に開催しました。当日は，大

学祭開催期間中の最終日にあたり，10

時30分から大学会館で記念式典を挙

行しました。ホームカミングデーは，

福山大学にとって新機軸の行事です。

スタッフである教職員はもちろんの

こと，旧教職員の皆さんも駆けつけて

下さいました。

　今年度に入るとすぐに，第１回ホー

ムカミングデー実行委員会を立ち上

げて，実施に向けて入念に企画・立案

してきました。具体的な実施時には，

実行委員会のメンバー以外の事務の

皆さんにも大変お世話になりました。

この実行委員会は，各学部から１名を

委員として選出して頂き，これに学長，

副学長，学生委員長，全学同窓会連合

会長を加えて構成しました。なお，実

行委員長は，私が務めさせて頂きました。

ホームカミングデー実施に向けて，次

の点に特に留意しました。ホームカミ

ングデーは同窓会とは違い，福山大学

が主催者となり卒業生の皆さんをお

迎えする行事であるということです。

卒業生の皆さんが福山大学に里帰り

をして頂き，旧教職員も含め福山大学

の教職員全員で温かくお迎えし，旧交

を温めることが目的です。福山大学の

発展には，大学自体の努力はいうまで

もありませんが，その上に卒業生のご

協力が不可欠です。従いまして，なる

べく多くの卒業生に里帰りをして頂き，

ホームカミングデーに参加して頂く

ことが重要な課

題です。そのた

めに，10月14日

（水）に中国新聞

の31面全体を用

いて，「福山大学

卒業生のみなさ

まへ」という見

出しで，この大

学行事の広告を

掲載しました。

　同時に，各学部・学科の一期生に対し，

実行委員長・牟田泰三の名で招待状を

郵送しています。大学のホームページ

や大学祭パンフレットにも実施内容

を掲載しました。さらに，各学部・学科

の先生方に卒業生へ直接連絡して頂

きました。同窓会にもご協力頂きまして，

各学部・学科の同窓会連絡網によって

口コミで周知して頂きました。このよ

うに，卒業生の皆さんへのこの行事の

周知徹底には，実行委員会としては非

常に気を使いました。実行委員会とし

ては，できる限りの努力をしてまいり

ましたが，それでも第一回ということで，

参加者数が少ないのではという懸念

もありました。いざ蓋を開けてみます

と約300名の卒業生の皆さんが参加さ

れました。参考までに，参加人数を学

部別に纏めますと，次のようになります。

経済学部　　　82名

人間文化学部　19名

工学部　　　　68名

生命工学部　　66名

薬学部　　　　50名

人間文化学部は，卒業生を出してから

まだそれほど間がないことを考えま

すと，かなりよく来てくれたと思います。

その他の学部については，第一回目と

しては予想外の参加者数だったと思

います。記念式典には参加せずに，出

身学部・学科の大学祭行事の方に，参

加されていた卒業生の方も大勢いる

との報告も受けています。多

くの卒業生の皆さんが母校

の福山大学に帰ってくれま

した。お忙しい中，多数の卒

業生に参加して頂き，本当に

ありがとうございます。記念

式典の司会進行役も本学経

済学部の卒業生で，RCCのラ

ジオ放送などで活躍されて

います，フリーの女性アナウ

ンサー・吉岡麻衣さんにお願

いしました。また，記念式典

の中でミニコンサートを催

すことにしましたが，演奏を

学友会吹奏楽部の皆さんにお願いし

ました。さらに，目玉となる講演会に

関しましても，本学客員教授の高橋智

隆先生に依頼することに実行委員会

で決定しました。全ての行事を，福山

大学の関係者で実施することにしま

した。

　記念式典の状況を，以下に報告します。

記念式典は，10時30分から大学会館で

開催されました。実行委員長として，

私が開会宣言した後，全員で「福山大

学の歌」を斉唱しました。その後，学長

として，私が挨拶をさせて頂きました。

ご参加頂いた卒業生へ，歓迎とホーム

カミングデーの意義を述べました。さ

らに，今まで進めてきた教育改革など

の取り組みを紹介し，将来に向けて福

山大学のより一層の発展のためには，

卒業生の皆さんにもご協力頂きたい

と述べました。

 

　次いで，宮地尚理事長にご挨拶をお

願いしました。福山大学は，今では西

日本有数の規模の大学になり，卒業生

も３万人ほどになっています。今後も

三蔵五訓の教育理念を守り，実社会で

役立つ人材を育成していきたいと述

べられています。

　主催者側としての学長と理事長の

挨拶を受けて，福山大学全学同窓会連

合会の三谷康夫会長が，卒業生を代表

して，ホームカミングデーを開催頂い

たことへの感謝の意を述べられました。

「卒業生の皆さん，オール福山大学ファ

ミリーの一員として福山大学と共に

頑張りましょう」という応援の言葉を

頂戴しました。

 

　引き続いて，学友会吹奏楽部のミニ

コンサートが行われました。吹奏学部は，

コンクールなどで表彰されており，日

ごろから熱心に練習に取り組んでい

ます。部員である在校生が，ホームカ

ミングデーで里帰りをした卒業生の

先輩方に見事な演奏を披露してくれ

ました。演奏が素晴らしかったことは

言うまでもありませんが，卒業生の皆

さんにとって，後輩が活躍している姿

を垣間見ることができ，その面からも，

大変有意義であったと思います。吹奏

学部の皆さん，ありがとうございました。

 

　午前中に開催されるホームカミン

グデー第一部の最後に，今年度から本

学工学部電子・ロボット工学科の客員

教授に就任されたロボットクリエーター

の高橋智隆氏による講演会を開催し

ました。「ロボットの時代を創る！」をテー

マに約１時間の講演をして頂きました。

高橋客員教授は，ロボカップ世界選手

権大会で5年連続優勝されており，ア

メリカサイエンス誌で「未来を変える

33人」などに選ばれています。福山大

学では今年度，高橋客員教授製作の

ヒューマノイドロボット「クロイノ」

君を，イメージキャラクターとして

CMなどPR活動に起用させて頂いてい

ます。高橋客員教授はパナソニックの

乾電池のCMでもよく知られており，

グランドキャニオンで530ｍの高さを

よじ登った「エボルタ」君も「クロイノ」

君と共に登場しました。講演は大変好

評で，講演終了後も多くの方々が残っ

ておられ，登場したロボットの写真を

撮ったり，高橋客員教授との間で話が

はずんでいました。

 

　大学会館での第一部を終了した後は，

午後から一時間程度のキャンパスツアー

を実施しました。この企画は，西日本

有数の規模の大学に成長した本学の

主要施設を卒業生の皆さんに見て頂

くことを目的に実施しました。このキャ

ンパスツアーと並行して経済学部，人

間文化学部，工学部，生命工学部，薬学

部に分かれて，それぞれ懇談会などの

学部別行事を行い，卒業生の皆さんに

は有意義な時間を過ごして頂きました。

例えば，経済学部では，ゼミ単位での

旧交を温めることをメインとした学

部行事を行っています。工学部では，キャ

ンパスツアーの終了後に，工学部長や

各学科の教員を紹介しています。また，

卒業生を代表して，工学部同窓会長以下，

各学科の同窓会長にご挨拶を頂き，和

やかなひと時を共有して頂きました。

その他の人間文化学部，生命工学部，

薬学部では，それぞれ工夫を凝らした

学部行事を開催し，教員と卒業生の交

流を図っています。

　以上のように，第１回ホームカミン

グデーを無事終了することができま

した。実施後に最後の実行委員会を開

いて，今年度の総括と次回に向けての

改善点などを議論しました。その結果

は以下の通りです。卒業生に対して実

施したアンケート結果と実行委員の

意見を総括して，次のような結果が得

られています。

①ホームカミングデーの開催日は大

学祭中がベストと考えられます。

②終日を用いたホームカミングデー

の行事は，卒業生にとって拘束時間

が長すぎるようです。

③遠くは名古屋や関西，四国などを含

め広島県外から遠路にもかかわら

ず卒業生が参加してくれました。実

施日時として，例えば，土曜日の午

後から半日間でこの行事を開催す

ることも考えられます。

④午前中の記念式典は概ね好評でした。

　特に，高橋客員教授による講演や吹

奏楽部によるミニコンサートは好

評でした。

⑤大学祭の出店で昼食などにご利用

頂けるように，500円の「お楽しみ券」

を配布しましたが，大変好評でした。

⑥お世話になった先生方にお目にか

かることができ，大変有意義な一日

を過ごすことができました。ホーム

カミングデーを続けて欲しいとい

う卒業生が殆どでした。

⑦昔なつかしい学食で食事をしたかっ

たという意見もあり，来年度に向け

ての課題となりました。

　以上の結果をもとに，次回のホーム

カミングデーでは，より有意義なもの

とするよう努力したいと考えています。

　以上のように，本学で初めてホーム

カミングデーを開催することができ

ました。開催に当たり，ご尽力頂きま

した実行委員会のメンバーならびに

ご協力頂きました教職員の皆さんに

厚く御礼申し上げます。ご多忙中にも

かかわらず，終日を通して多くの卒業

生の皆様のご来訪を賜りました。最後

までお付き合い頂いた卒業生の方も

多く，皆さんとの旧交を温めることが

できました。都合により参加できなかっ

た卒業生の方々の近況を知ることも

でき，大変心温まる行事となりました。

このような形で，第１回のホームカミ

ングデーを成功裏に終えることがで

きました。来年度，第２回ホームカミ

ングデーを是非開催したいと思います。

都合により今回参加されていない卒

業生の皆さまにもお誘いあわせ頂き，

より多くの卒業生の皆さんにお目に

かかりたいと存じます。本当にありが

とうございました。
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学部の皆さん，ありがとうございました。

 

　午前中に開催されるホームカミン

グデー第一部の最後に，今年度から本

学工学部電子・ロボット工学科の客員

教授に就任されたロボットクリエーター

の高橋智隆氏による講演会を開催し

ました。「ロボットの時代を創る！」をテー

マに約１時間の講演をして頂きました。

高橋客員教授は，ロボカップ世界選手

権大会で5年連続優勝されており，ア

メリカサイエンス誌で「未来を変える

33人」などに選ばれています。福山大

学では今年度，高橋客員教授製作の

ヒューマノイドロボット「クロイノ」

君を，イメージキャラクターとして

CMなどPR活動に起用させて頂いてい

ます。高橋客員教授はパナソニックの

乾電池のCMでもよく知られており，

グランドキャニオンで530ｍの高さを

よじ登った「エボルタ」君も「クロイノ」

君と共に登場しました。講演は大変好

評で，講演終了後も多くの方々が残っ

ておられ，登場したロボットの写真を

撮ったり，高橋客員教授との間で話が

はずんでいました。

 

　大学会館での第一部を終了した後は，

午後から一時間程度のキャンパスツアー

を実施しました。この企画は，西日本

有数の規模の大学に成長した本学の

主要施設を卒業生の皆さんに見て頂

くことを目的に実施しました。このキャ

ンパスツアーと並行して経済学部，人

間文化学部，工学部，生命工学部，薬学

部に分かれて，それぞれ懇談会などの

学部別行事を行い，卒業生の皆さんに

は有意義な時間を過ごして頂きました。

例えば，経済学部では，ゼミ単位での

旧交を温めることをメインとした学

部行事を行っています。工学部では，キャ

ンパスツアーの終了後に，工学部長や

各学科の教員を紹介しています。また，

卒業生を代表して，工学部同窓会長以下，

各学科の同窓会長にご挨拶を頂き，和

やかなひと時を共有して頂きました。

その他の人間文化学部，生命工学部，

薬学部では，それぞれ工夫を凝らした

学部行事を開催し，教員と卒業生の交

流を図っています。

　以上のように，第１回ホームカミン

グデーを無事終了することができま

した。実施後に最後の実行委員会を開

いて，今年度の総括と次回に向けての

改善点などを議論しました。その結果

は以下の通りです。卒業生に対して実

施したアンケート結果と実行委員の

意見を総括して，次のような結果が得

られています。

①ホームカミングデーの開催日は大

学祭中がベストと考えられます。

②終日を用いたホームカミングデー

の行事は，卒業生にとって拘束時間

が長すぎるようです。

③遠くは名古屋や関西，四国などを含

め広島県外から遠路にもかかわら

ず卒業生が参加してくれました。実

施日時として，例えば，土曜日の午

後から半日間でこの行事を開催す

ることも考えられます。

④午前中の記念式典は概ね好評でした。

　特に，高橋客員教授による講演や吹

奏楽部によるミニコンサートは好

評でした。

⑤大学祭の出店で昼食などにご利用

頂けるように，500円の「お楽しみ券」

を配布しましたが，大変好評でした。

⑥お世話になった先生方にお目にか

かることができ，大変有意義な一日

を過ごすことができました。ホーム

カミングデーを続けて欲しいとい

う卒業生が殆どでした。

⑦昔なつかしい学食で食事をしたかっ

たという意見もあり，来年度に向け

ての課題となりました。

　以上の結果をもとに，次回のホーム

カミングデーでは，より有意義なもの

とするよう努力したいと考えています。

　以上のように，本学で初めてホーム

カミングデーを開催することができ

ました。開催に当たり，ご尽力頂きま

した実行委員会のメンバーならびに

ご協力頂きました教職員の皆さんに

厚く御礼申し上げます。ご多忙中にも

かかわらず，終日を通して多くの卒業

生の皆様のご来訪を賜りました。最後

までお付き合い頂いた卒業生の方も

多く，皆さんとの旧交を温めることが

できました。都合により参加できなかっ

た卒業生の方々の近況を知ることも

でき，大変心温まる行事となりました。

このような形で，第１回のホームカミ

ングデーを成功裏に終えることがで

きました。来年度，第２回ホームカミ

ングデーを是非開催したいと思います。

都合により今回参加されていない卒

業生の皆さまにもお誘いあわせ頂き，

より多くの卒業生の皆さんにお目に

かかりたいと存じます。本当にありが

とうございました。
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三蔵祭を終えて

経済学部  クイズで学ぶ日本経済・世界経済

　今年で35回目を迎えた三蔵祭は『志 

〜一歩前へ〜』というテーマを掲げ，

三蔵祭運営委員会一同，最高の三蔵祭

となるように全力を尽くしました。

　各学部ă学科による展示，28のサー

クルや研究室による模擬店，各サーク

ルによるイベント，今年開催された第

1回ホームカミングデーなど多くの人

達のご協力により，例年にも増して充

実した三蔵祭になったと思います。

　特別企画では『P���� SALT』『L��’B』

によるライブを行い，さらに盛り上げ

ることができました。

　今年の三蔵祭は学内外から約6,000

人の来場者があり，お客様の満足され

た様子を見ることができ，三蔵祭運営

委員会一同も最高の三蔵祭になった

ことを大変嬉しく思っています。三蔵

祭当日まで諦めず頑張ってきて本当

によかったと思います。学内外の協力

者やご来場いただいたお客様に心よ

りお礼申し上げます。

　言葉では簡単に言える「志」。当日ま

でそれを持ち続けることは大変でした。

しかし，お客様からの「よかった」の一

言で今までの苦労が報われる気持ち

でした。今後も「よかった」と思ってい

ただけるよう，三蔵祭運営委員会一同

さらに努力していこうと思います。本

当にありがとうございました。

第35回三蔵祭運営委員会　委員長

　　   人間文化学部　人間文化学科　

3年　上久保　聡

第35回三蔵祭運営委員会　副委員長

　　   生命工学部　生物工学科　

3年　濱田　康裕

　今年の会場は01210教室で，ちょう

ど１号館の中間地点となります。その

ため入場者が少なくなるかもしれない

と不安になりましたが，結果は大人だ

けでなく子供たちも多く入場して，ホッ

としています。

　経済学部の展示内容は，次の3つに大

きく分かれます。まずクイズ問題付き

パネル展示です。入り口受付で見学者

に解答シートを渡し，各ゼミが作成し

た簡単なクイズ問題付き解説パネルを

順次見ながら解答してもらいます。そ

の後出口前でシートを受け取り，その

場で採点し，成績優秀者に粗品を進呈

します。解答シートだけでは難しいも

のの解説パネルを見ればすぐ分かるよ

うになっていました。

　次に，2008年の備後経済論の講演内

容のパネル展示です。これらを展示す

るとともに現在講義している2009年

度の備後経済論のアナウンスを行いま

した。　

　さらに子供たちにも楽しんでもらえ

るように，ペーパークラフト体験コーナー

やペンシルバルーンコーナーを設けま

した。ペーパークラフト体験コーナー

には，事前に学生たちが実際に作った

物を見本として置き，参加者にはそれ

を見ながら作ってもらいました。ペン

シルバルーンコーナーでは，細長い風

船を膨らませて，曲げたり折ったりし

ながら動物を作っていきます。特に犬，

白鳥などの動物は楽しいプレゼントと

なったようです。

　来年も入場者が楽しんで勉強ができ

る企画をする予定です。

経済学科　准教授　小林　正和

人間文化学部 人間文化のこころを発信 

　人間文化学部では，3学科がそれぞれ

の特徴を活かし，趣向を凝らした企画・

展示を行いました。

　人間文化学科では，『人文フレンドパー

ク』と題して，創作劇の上映会，オスス

メ本や映画の紹介などの企画にクイズ

や輪投げを取り入れて，幅広い年齢の来

場者が楽しめる会場を創り上げました。

　心理学科では，心も体もイキイキと

楽しめる生活を目指して，『健康フェス

タ〜こころから健康になろう！〜』をテー

マに，学生達の研究成果を発表しました。

メタボリック・シンドロームなど健康問題

への意識が高まる現代人…体重・体脂

肪測定や血圧測定，禁煙指導などの体

験コーナーは大人気だったようです。

　『メディアと情報で新しい文化を創

造する―みせます！ メディア情報文

化学科のすべて―』をテーマに掲げた

メディア情報文化学科では，学科の全

てをアピールする意気込みで，バーチャ

ル・スタジオ体験やCG・映像・音楽・パ

ネルなどのさまざまな“メディア”と“情

報”を駆使し，多くの方に楽しんでいた

だきました。

　また，今年

は 全 学 的 な

取 り 組 み と

し て ，初 の

ホーム・カミ

ン グ デ ー が

開 催 さ れ ま

した。人間文化学部においては，卒業生・

教員・在学生が絆を深め，ともにこれか

らの人間文化学部を考え盛り上げてい

こう，という趣旨のもと，学科紹介や交

流会を企画しました。…が，まだまだ歴

史の浅い人間文化学部。来場者数こそ

イマイチでしたが，この志が実を結び，

たくさんの卒業生が集う日が来るに違

いない，と信じています。

心理学科　助教　大西　理恵子

第35回 三蔵祭

会場風景
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エレクトリカルROBOパレード
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生命工学部

薬学部

生き物いっぱい！植物から動物まで楽しく体験

見て作って楽しむ科学

　工学部では学科ごとに夢のあふれ

る企画・展示を行いました。

　電子・ロボット工学科では「CHANGE」

というテーマで，4年次生を中心に１

〜４年次生それぞれが企画・実施しま

した。写真は「エレクトリカルROBO

パレード」のスナップショットで，電

気自動車を先頭に手作りのロボ神輿

を使ってイベントの宣伝をしている

ところです。写真奥側に見えるように

３号館の壁面には大きな垂れ幕も下

げました。その他，「ジュース早飲みアー

ムロボ対戦」では人とロボットの協調

作業によるゲーム，「ロボットふれあ

いコーナー」での遠隔操縦ロボットの

操縦体験など，参加型のイベントも行

われました。

　その他，建築・建設学科では「見る・

知る・造る」というテーマで卒業作品

模型の展示や工作体験がありました。「土

の魅力」というコーナーでは，傾ける

と砂が絵を描くオブジェを親子そろっ

て製作していました。情報工学科では「ユ

ビキタスを体感しよう」というテーマで，

計算機室を公開してCGや婦人服バー

チャルショップなどの紹介があり，別

室では研究室の紹介もありました。機

械システム工学科では「機械を楽しむ」

というテーマで，自動車の展示，ロボッ

トコンテスト，研究室紹介などが行わ

れました。

　じっくり時間をかけて見学できたり，

スタンプラリーなどの子供たちが楽

しく参加できる企画がたくさんあっ

たりと，多くの方に未来を想像しても

らえたと思います。

電子・ロボット工学科

　准教授　沖　俊任

　生命工学部では，3学科が植物に始

まり動物はウミウシから人間までと幅

広く生き物や食品をテーマに特色ある

展示や体験コーナーを開設し，研究室

発表を行いました。 

　生物工学科は，実験生物大集合や福

山大学自然展で生きた生物に触れても

らうことでお客さんに学科のテーマで

ある“いきもの”のちからを感じてもら

いました。また，「ギネスに挑戦コーナー」

では自家製お化けかぼちゃに触れる体

験も開催してひときわ賑わいを見せて

いました。 

　生命栄養科学科は，“福大を美味しく

健康的に味わってみよう”と題して，学

科で育てたトマトの収穫ツアー，トマ

トスイーツや毎年恒例のアイスクリー

ムの試食は人気でした。また，健康チェッ

クとして測定機器によるメタボや筋肉

バランスの評価，「食育コーナー」では

カロリー当てクイズも行い楽しみなが

ら栄養のことを紹介しました。今年は，

1年生から3年生の展示，そして4年生

の研究室発表など全員参加で作り上げ

ました。

　海洋生物科学科は，瀬戸内海の生き

物の多様さや海の中で動物たちがどの

ように生活しているのかを体感できる

ような展示を行いました。今年は一年

生が中心となって，採集した生き物の

展示や解説用パネルの作成を行いまし

た。また，「夜の水族館」では夜行性の動

物の生態も見ていただき，海洋生物を

身近に親しむコーナーも好評でした。

　生命栄養科学科　

准教授　石井　香代子

　薬学部では，毎年楽しい催し物と共に，

薬学がかかわる身近な話題を取り上げ

た企画・発表を行っています。本年も薬

理班，衛生班，学生薬局班，化学班およ

び薬学部運営班が，計11件の催しを行

いました。

　薬理班は，「生活習慣病とメタボリッ

クシンドローム」をテーマに掲げ，また，

衛生班では，今冬，猛威を振るうことが

予想される「インフルエンザ」について，

学生が中心となって調べた内容を分か

りやすく発表しました。一般には省略

されて「メタボ」とかわいらしく呼ばれ

ることの多いメタボリックシンドロー

ムが，実は非常に我々の健康にとって

危険であること，また逆に，「パンデミッ

ク」という言葉が用いられることにより，

恐怖さえ与えるインフルエンザに対す

る正しい知識の説明を行いました。学

生薬局班は，薬学部内の模擬薬局にお

いて催しを行い，毎年好評であるハン

ドクリームの調剤体験と，お薬やサプ

リメントに関する情報を提供しました。

化学班では，「見て作って楽しむ化学」

をテーマとして，簡単かつ視覚的にも

楽しめる化学実験を体験してもらいま

した。これは，一般の人にも分かりやす

く，敬遠されがちな化学のイメージを

少しは変えることができたのではない

かと思います。薬学部運営班は，「ウグ

イスパウダーの体験」，「紫雲膏の調製」，

「身体測定」，「ゲーム」等の企画に加え，

「薬事法改正」，「麻薬」という，最近のト

ピックスについて発表を行いました。

これらの催しはいずれも学生が中心と

なって行ったもので，訪れた多くの方々

にも好評で，薬学部を身近なものとし

て感じてもらえたことと思います。

薬学部　教授　大橋　一慶

工学部 夢あふれる企画や展示で未来を創造

生命栄養科学科：体組成計で筋肉バランスチェック
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じばさんフェア2009でも「びんご創造力・福山大学」

産業交流展��福山2009で「びんご創造力・福山大学」展示
　「産業交流展��福山2009」が，福山商

工会議所と(学)福山大学の主催で，10

月9日（金）・10日（土）の2日間に渡って，

広島県立ふくやま産業交流館(ビッグ・

ローズ)で開催されました。目的は，備

後地域の企業が持つ新製品ă新技術ă新サー

ビスや，大学他研究機関の研究成果等

を一堂に集め，販路開拓のための商談

や異なる分野との情報交換，さらには

新たな分野への取り組み，優秀な人材

の定着などのきっかけづくりの場を

提供することで，2日間の来場者は

3,100名でした。

　福山大学 ă 福山平成大学としては，

26ブース，展示場の35%を占めるスペー

スで，学科，研究センター，大学発ベン

チャー企業の教育ă研究成果を展示し

ました。各展示担当者は，企業や社会

に対してシーズの提供をしようとい

ろいろと工夫していました。たとえば，

看護学科では，車椅子の各部分の問題

点をあげ車椅子の開発企業への問題

提起をしたり，健康スポーツ学科では

開発した用具を展示したり，心理学科

では，青色ă白色複合LEDによる鎮静作

用を防犯に活かす社会的な試みを提

案したりしていました。電子 ă ロボッ

ト工学科は，身近な生活をサポートす

るロボット以外に，レーザーで液を流

動する技術，生命栄養科学科は，食品

工学の関連としてバイオマスの利用

を展示するなど，新学科のユニークな

シーズも紹介しました。また，センター，

研究所，ベンチャー企業の展示は，当

然のことながら，企業との関連が深い

内容でした。構造・材料開発研究センター

へは，耐震構造材料を実際に使ってみ

ようという業者の方の熱心なアプロー

チがありました。グリーンサイエンス

研究センターのブースへは，企業から

還元水の効能の測定の相談があった

そうです。

　協力学生は，来訪者に積極的に展示

品を試してもらったり，説明したり，

明るくにこやかな対応が印象に残り

ました。

　「産業交流展」は，昨年までの「びん

ご産業市場ăじばさんフェア」から地場

産品や食べ物の販売を含んでいる「じ

ばさんフェア」を切り離し「びんご産

業市場」を独立させたものです。新聞

一般紙5社，経済誌2社が，福山大学の

ロボットや電気自動車の写真も載せ

ながら，技術情報交換の場として産業

交流展を評価していました。

　以上，今回の福山大学の技術を展示

して企業との交流をはかる試みは，一

応の成果が得られましたが，今後，産

学連携の取り組みとして，どのように

参加していくかについては，さらに検

討する必要があります。

社会連携センター産学連携部長　

生命栄養科学科　教授　山本　英二

　「じばさんフェア2009」が11月14日

(土)・15日(日)の2日間(財)備後地域地

場産業振興センターの主催により広

島県立ふくやま産業交流館（ビッグ・ロー

ズ）で開催されました。福山大学は，福

山平成大学とともに１ブースずつ出

展し，「びんご創造力・福山大学」を看

板に，教育研究活動，社会連携事業，大

学入試に関する説明を多くの一般の

方を対象に行いました。

　じばさんフェアの目的は，一般消費

者に地元の産業・ものづくりを理解し

てもらい，地域企業の販路拡大をはか

ることであり，展示だけでなく，もの

づくり体験，実演コーナー，販売コーナー，

アトラクション（福山大学三蔵太鼓，

福山平成大学吹奏楽など好評）ありの

堅苦しさのない雰囲気で行われ，来場

者は２日間で11,500名でした。

　教育・研究機関の展示は４機関だけ

でしたが，福山大学は，キャンパスの

航空写真，大学紀要，年報，社会連携研

究推進センターの公開事業，入試願書

などの展示を行うとともに，大学の規

模の大きさと教育・研究内容で，来訪

者の興味をひくことができました。

社会連携センター産学連携部長　

生命栄養科学科　教授　山本　英二
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宮沢賢治学会福山セミナー2009開催

福山大学発！リレー講座

第１回リレー講座の風景

受付の手伝いをする学生たち

講演をする入沢康夫氏

人間文化学部
文化フォーラム特別企画

─読んで語って　賢治と鱒二─
  11月21日・22日
  社会連携センター

地 域 連 携 活 動

　福山大学社会連携センターでは，去

る6月から毎月のペースで「福山大学発！

リレー講座」を社会連携研究推進セン

ター（宮地茂記念館）で開催しています。

社会連携センターは，産学・地域・高大

連携等を通じて社会の振興に貢献す

るよう4つの部門で構成され，「リレー

講座」は，そのひとつである地域連携

部が実施しています。

　福山大学は備後に根ざした日本有

数の大学として，地域に役立つ国際性

をもった人材の育成を図るとともに，

研究成果を地域へ還元することをコ

ンセプトとしています。このため「リレー

講座」は，大学が有する資源を活用しつ

つ，地域社会に貢献することを目的と

して，定期的に実施しているものです。

　「リレー講座」は，毎月，社会連携研究

推進センターで実施しています。講師

は本学教員を基本とし，経済学部，人間

文化学部，薬学部など各分野専門の方

にお願いし，多彩な顔ぶれとなってい

ます。講座は，関係者だけでなく広く一

般市民を対象としていることから，で

きるだけ社会的に関心のある内容とし

ています。第1回は衆議院の解散が予想

される中で，政権交代に多くの関心が

高まっていた時期にあり，「最近の政治」

というテーマでした。その後も「中国

経済から日本経済を読む」，「最近の心

の問題」など時宜を得たテーマを続け

ています。このため「リレー講座」は，

12月までに7回の開催でありましたが，

平日夜間の開催にもかかわらず毎回

100〜150人の市民が熱心に聴講され

ています。また参加者の中には「身近

なテーマで気楽に聴講できる」，「毎回

楽しみに参加しており，今後も続けて

欲しい」などの評価をいただいています。

　次回1月のリレー講座は，経済学部

妹尾正毅客員教授（元駐ノルウェー大使）

が「変わる世界と日本の選択」，2月は

工学部　南宏一教授が「迫りくる地震

に備える」と題して分かり易く講演さ

れるので皆さんのご来場をお待ちし

ています。ご期待下さい。

　社会連携センター　地域連携部長

経済学部　准教授　平田　宏二

　宮沢賢治学会では，毎年地方の研究

者が企画し，学会が支援する「地方セ

ミナー」を実施しています。「福山セミ

ナー」は７年ぶりの開催で，今回は，本

学人間文化学科教授青木（学会員）が

発起人です。青木が社会連携推進事業

のＰＪＴ5「地域の文化再発見」におい

て井伏鱒二の文学に描かれた地域文

化を探求する内に，同時代の作家宮沢

賢治との共通性に気付いたことが発

端です。両作家と地域文化との関係を

検証するために企画しました。

　一日目は，宮沢賢治晩年の文語詩と

井伏鱒二の「在所もの」との比較を試

みる本邦初のシンポジュウムで，学会

の重鎮入沢康夫氏と前ふくやま文学

館館長磯貝英夫氏の基調講演，文語詩

研究の第一人者島田隆輔氏（松江工業

高等学校教諭）と青木の研究発表を行

いました。二日目は，福山市内で朗読

活動を続ける藤井康治氏の朗読で両

作家の作品を読み比べるとともに，野

田祐子さん（戸手高等学校教諭）の筝

の演奏による賢治作詞・作曲の「星め

ぐりの歌」などを楽しみました。午後は，

井伏鱒二の生家と文学の舞台を訪ね

るバスツアーに80名が参加，スクール

バス2台でまわりました。

　両日の参加者延べ250名余り，全国

からの会員の他，地域の文学愛好者が

集いました。参加者からは，盛りだく

さんの充実したセミナーであったと

の感想を複数得ました。ミュージアム花，

井伏家，井伏鱒二の文学愛好会「在所

の会」の多大な協力に感謝の意を表し

ます。また，社会連携センターの機能

が充分に発揮され，会の運営は誠に快

適でした。会の運営に縁の下の力持ち

として活躍したのは人間文化学科の

学生たちで，延べ50名余りの学生がス

タッフとして実によく働いてくれま

した。これも学会関係者から大変感謝

されましたことを報告いたします。

人間文化学科　教授　青木　美保
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学生が子供たちにもわかりやすく説明

第４回「環境まつり��おのみち」に出展

浅野温子 朗読会®

「日本神話への誘い®」福山公演

尾道市「海を学ぶエコツアー」について
　海洋生物科学科では，地域貢献の一

環として尾道市の環境学習事業に協

力しています。8月27日（木）には，環境

学習会「海を学ぶエコツアー」が，本学

因島キャンパスを中心としたエリア

で開催され，尾道市内の小学生約40名

とその保護者が参加しました。ツアーは，

尾道市環境政策課と環境カウンセラー，

本学科教員が中心となって企画し，自

然や生物に触れ合い，海の環境を学ぶ

機会をこれからの時代を担う子供に

提供するために行いました。

　参加者は，因島大浜町の区長会長さ

んから浜の移り変わりについての話

を聞いたあと，本学教員の引率で近く

の浜で生き物の観察を行いました。子

供たちは夢中になって砂を掘ったり

石をめくったりして，たくさんのエビ

やカニ，小魚，貝などを見つけて歓声

を上げていました。その後，環境アド

バイザーの指導で海岸のごみを集め

て分別し，海岸が多くのごみで汚れて

いることを知り，海の環境と生き物を

守るには一人ひとりの意識が大切で

あることを学びました。

　昼食をはさんで午後は，浜で見つけ

た生き物たちの関わりと干潟の浄化

機能について本学教員が説明し，その

後浜で集めたビーチグラス（波に揉ま

れて角の取れたガラス片）でストラッ

プ作りを行いました。

　参加した子供たちは，自然環境とそ

こに暮らす生き物の大切さを実感し

た様子でした。このような取り組みを

通じて生物や環境に関心を持つ子供

が増えることを期待します。

　海洋生物科学科

　准教授　北口　博隆

　10月18日（日），尾道駅前の港湾緑地

帯で行われた第４回「環境まつり��お

のみち」に，生命工学部海洋生物科学

科として「藻場と干潟から海の環境を

考える」というテーマで参加しました。

秋晴れの中会場に並んだテントでは，

温暖化，エネルギー，ゴミ処理など環

境に関わる内容でさまざまな団体に

よる展示が行われ，体験コーナーやプ

レゼントもあり楽しく立ち寄ること

のできるものでした。本学科では，瀬

戸内海の保全や生物資源の有効利用

に貢献しようと，藻場の生物相の調査や，

アサリ資源再生などの研究活動を行っ

ており，環境まつりのような機会を通

して地域にも成果を還元していきた

いと考えています。今回は本学科の山

岸と北口が担当し，幼魚などの生活場

となる藻場の役割や，海水を浄化する

働きをもつ生物が多い干潟の働きを

ポスターで紹介するとともに，色とり

どりの海藻押し葉や，生きたアサリが

濁った水をきれいにする様子をみて

もらいました。簡単なクイズに答える

と手作りの海藻しおりやアサリの貝

殻ストラップをプレゼントするとい

う企画も功を奏し，子供連れのご家族

をはじめ多くの方々に立ち寄ってい

ただきました。アサリを入れた水がき

れいになっている様子に驚かれる方や，

「勉強になりました，このような研究

を一生懸命やってください」と温かい

声をかけてくださった方もいらっしゃ

いました。一緒に参加した大学院生と

４年次生も積極的に説明し，地域の方々

と交流することができ，充実した１日

となりました。

　

海洋生物科学科　講師　山岸　幸正

　女優・浅野温子は現代の代表的な女

優の一人ですが，テレビドラマ等に出

演する傍ら，全国で古事記を脚色した

一人語りの舞台を展開しています。10

月３日（土）には，その語り舞台公演が

福山城公園で行われました。演目は，「イ

ザナミの死」にまつわるイザナギとイ

ザナミの愛憎と世界の分裂の物語，「オ

オナムチ」に対する兄達の嫉妬とその

克服の物語です。折しも，満月の煌々

たる光のもとで幻想的な語りが音楽

の生演奏とともに繰り広げられ，古代

人の愛憎が現代に蘇る不思議な一瞬

が現出しました。

　このたびは，この企画を誘致した

ミュージアム花（福山市西深津町）か

らの要請で，学生がスタッフとして参

加し，会場設営，受付のお手伝いをしま

した。このような文化的，芸術的な行事

の運営に携わることができ，学生にとっ

て貴重な機会となりました。人間文化

学科は，文化を通して社会に参加する

人材を育成しています。今後ともこの

ような実践的な活動の機会を得ていき

たいと思っています。

人間文化学科　教授　青木　美保

見つけた生き物を観察する参加者

ボランティア学生がお手伝い

地 域 連 携 活 動
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平成21年度　Science Lab

第1回
6月14日（日）

第2回
8月7日（金）

第3回
11月14日（土）

第4回
2月21日（日）

● Science Lab Opening Ceremony 
● 施設見学 

● Science Lab Cafe Meeting 

● Science Lab Closing Ceremony 

 

　・ グリーンサイエンス研究センター，構造・材料開発研究センターの見学
　・ 大学図書館の見学と利用

● 実験型理科学習 Ⅰ 
Ａシリーズ

Ｓシリーズ

Ｒシリーズ

Ｃシリーズ

中学生 高校生 
・化学実験「材料の化学」

・アサリの浄化能力を調べる

・薬剤師の仕事を体験してみよう

・レーザと光の不思議

・薬とサプリメント

・庭園をデザインする

・折り目から生まれる強さとデザイン

● 実験型理科学習 Ⅱ 
Ａシリーズ

Ｓシリーズ

Ｒシリーズ

Ｃシリーズ

中学生 高校生 

・抗原抗体反応で血液型を調べる

・漢方薬『葛根湯』をつくる

・おいしいチョコレートの作り方 

・はっぱの科学分析

・遺伝子の本態であるDNAの分離にトライ

・DNA鑑定実習

・危ない薬

● 実験型理科学習 Ⅲ 
Ａシリーズ

Ｓシリーズ

Ｒシリーズ

Ｃシリーズ

中学生 高校生 
・植物の食品への利用

・ミルキークイーンの美味しさにせまる

・マウスの解剖で体の中見てみよう

・海洋動物の形態観察

・鋼の熱処理と微細組織

・かぜ薬をつくってみよう！

・酵素を使って食品の糖分を測定しよう

● 実験型理科学習 Ⅳ 
Ａシリーズ

Ｓシリーズ

Ｒシリーズ

Ｃシリーズ

中学生 高校生 
・生活と音

・コンクリートのふしぎ 　

・パソコンでパズルを解く！

・バベルの塔はなぜ潰れたか？

・解熱鎮痛剤って何？

・こころを科学する〜心理実験への招待〜

・化学実験「液体窒素・ドライアイスの性質・利用」

・科学技術分野で働く先輩の話を聞いてみよう!!　
・ クイズ大会

福山大学 学報　V��.122

福山大学・びんご地域中学高等学校連携

理科教育支援事業

（サイエンスラボ）

　理科教育支援事業“S������ L��”は，

中高生の理科離れを食い止めるととも

に，欧米に比べて立ち遅れの目立つ科

学技術領域への女性の進出を図ること

を目的として，本学の理系関連学部 ă

学科(工学部，生命工学部，薬学部，心理

学科)連携のもとで実施されています。

今年度は対象校を福山市周辺にも拡げ，

さらに地元企業の協力も得て，地域密

着を推し進めて展開しています。理科

離れが問題となっている背景として，

実験を通して理科を学習する機会が少

ないことがあげられます。そこで，

“S������ L��”では，理科の楽しさ面

白さ，神秘さを体感できる実験型理科

学習を中心に取り組んでいます。現在，

第3回までが終了しましたが，延べ参加

生徒数は336名(女子225名,男子111名)

です。第3回では，丸善製薬株式会社と

JFEスチール株式会社による実験型理

科学習が行われました。また，9月には

福山暁の星女子中学高等学校の学園祭

において，サイエンスラボ参加生徒に

よる学習発表の支援を行いました。今

後の予定として，第4回では，実験型理

科学習に加えて，科学技術分野で活躍

している卒業生などによる講演や交流

会が計画されています。　

　理科教育支援事業“S������ L��”

取り纏め責任者　杉原　成美

　10月24日（土），福山市教育委員会，

尾道市教育委員会，竹原市教育委員会，

府中市教育委員会，ふくやま国際交流

協会，福山大学留学生教育振興協会の

後援を得て，2009年度広島県東部高校

生英語スピーチコンテストが開催され，

11名の地元高校生が「私の主張」，「夢」，

「私の大切なもの」などから選んだテー

マで競い合いました。いずれも日ごろ

の訓練と周到な準備をうかがわせる

熱弁であり甲乙つけがたいものでし

たが，大賞には福山暁の星高等学校3

年生藤井佑香さんが選ばれ，副賞とし

てカリフォルニア大学リバーサイド校

（ＵＣＲ）から１か月間の短期留学奨学

金，また，留学生教育振興協会からは旅

費の一部が授与されました。他に，準大

賞に福山誠之館高等学校の小林真理さ

ん，優秀賞に府中東高等学校の三好大

暉君，審査員特別賞に上下高等学校の

陶亮君が選ばれました。

　翌25日（日）には三蔵祭スピーチコ

ンテストが，日本語の部（留学生）と英

語の部（非英語圏学生）の2部門に分か

れて開催され，11名の福大生が参加し

ました。語学力だけでなく若者らしい

新鮮な感覚で聴衆に感銘を与えたスピー

チが多い中で，日本語の部では工学部

の張暁崢君，英語の部では経済学部の

呉嘉豪君が最優秀賞に選ばれた他，経

済学部の張蘭さん（優秀賞），陳　　さ

ん（奨励賞），彭琳さん（委員長特別賞）（以

上日本語），張蘭さん(優秀賞)，植田恭

介君（奨励賞）（以上英語）が受賞しまし

た。

　国際センター　国際交流部長

冨士　彰夫

拡がる教育 

Science Lab

スピーチコンテスト
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第２回「友だちにすすめたい本」コンクール受賞者決定

第4回高校生CMコンテスト ―メディア情報文化学科―

 −工学部−

　メディア情報文化学科では，「高校生

CMコンテスト」を開催しました。テー

マは「全国にアピールしよう！あなた

のまちの魅力」。今年は「映像作品の部」，

「企画コンテの部」，「広告コピーの部」

に総数139作品の応募をいただきました。

　審査員に（株）サン・アドの藤森益弘（本

学客員教授），映像作家の小林充志氏を

迎え，「映像作品の部」は中尾一輝さん

他２名（兵庫県立高砂高等学校）の「に

くてん」が，「企画コンテの部」は瀧元菜

緒さん（岡山県立倉敷鷲羽高等学校）の

「溢れる岡山」が，広告コピーの部は小

泉達也さん（大阪市立扇町総合高等学校）

の「〜スグ近くの修学旅行〜コリアタ

ウン」がそれそれグランプリとなりま

した。

　表彰式は三蔵祭開催中の10月24日(土)

に福山大学で行い，受賞者に賞状やト

ロフィー，副賞を授与しました。

　ウェブサイトで「映像作品の部」の受

賞作品を公開しているので，是非ご覧

ください。

����://���.	���.	�������-�.��.
�/�����/�����/��2009/

　メディア情報文化学科　

講師　内垣戸　貴之

　人間文化学科では，若い人たちにど

んどん本を読んでもらいたいという思

いを込めて，昨年度から高校生を対象

とした「友だちにすすめたい本」コンクー

ルを企画しています。たくさんの友だ

ちに知ってもらいたい宝物のような

本を，400字の文字数で紹介するコンクー

ルです。

　2年目のジンクスで参加者が激減す

るのでは？と教員たちが不安を感じ

る中，今年度も25の高校

から1774篇という昨年

度以上の応募作品を得

ることができました。そ

して，文字通り嬉しい悲

鳴を上げながら厳正な

審査を進め，このほど学

校賞2校と最優秀賞1篇・

優秀賞5篇・佳作賞20篇・

学校別審査員賞33篇を

選出しました。

　学校賞には，応募数の

多さと取り上げた本の

多様さが評価され，広島

県立総合技術高等学校と広島県立福

山誠之館高等学校が選ばれました。また，

石川拓治著『奇跡のリンゴ』（幻冬舎）

を取り上げた貝原圭紀さん（広島県立

福山誠之館高等学校1年生）の作品「私

たちが忘れてしまっているもの」が，

みごと最優秀賞に輝きました。作品を

ご応募頂いた高校生の皆さん，ご指導

頂いた先生方には，心から感謝申し上

げます。

　なお，年明けには昨年度同様に優秀

作品集の刊行も予定されています。楽

しみにお待ち下さい。また，詳しい受

賞結果については，ホームページから

も閲覧することができます。

����://���.	���.	�������-�.��.
�/�����/��/

　人間文化学科　准教授　引野　亨輔

「第4回高校生CMコンテスト」の表彰式

第8回ロボットコンテスト
　今年で8回目となるロボット

コンテストは，ロボットがより

多くのピンポン玉を，所定の箱

に入れるというもので，ピンポ

ン玉を入れる箱の場所によって

得点が異なり，決められた時間

内で得点を競っていく競技です。

今年のロボットコンテストには，

中学校６チーム，高等学校２チー

ム，一般１チームの９チーム43

名の参加がありました。一般チー

ムは，昨年まで中学校のチーム

として参加してくれていた生徒

が卒業後に一般チームとして参

加してくれました。

　今年度のロボットコンテストに優

勝したチームは，昨年度に続き今年度

も参加してくれた英数学館中学校で，

今年度は昨年を上回る高得点で優勝

しました。

　参加した生徒たちから，「来年度の

ロボットコンテストに向けて今日か

ら新しいロボットを製作する。」「来年

度のロボットコンテストの案内を早

めにお願いします。」などの言葉を頂

き次年度につながる大変有意義なロボッ

トコンテストとなりました。

　機械システム工学科　

講師　小林　正明
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　人間文化学科では，文化を幅広く学

ぶとともに，文化の社会的活用をめざ

して実践的な活動を行っています。そ

の中で昨年度から力を入れているのは，

地元の企業での実地研修です。特に文

化的教養がものづくりの現場でどのよ

うに活かされているのかを実地に学び，

文化系学生の職場での働き方のイメー

ジを養成します。

　タカオ株式会社は，大型遊具の制作

で実績を上げ，全国的に名を知られる

企業です。今回はタカオ株式会社にお

願いして遊具の制作過程と遊具のコン

セプト作りの実態を，担当者の方から

直接にお聞きすることができました。

遊具制作のコンセプト立ち上げには，

地域の伝統文化を始め，文化的教養が

必要であり，そこから遊具制作の理念

が構成されていくことを知りました。

そこから企画書の作成に至る作業分担

のあり方，また，設計図の作成，設計図

をもとにした工場の作業工程など，一

連の遊具制作過程を見学しました。

　夢のある地元企業に学生たちも興味

津々で，20名余りの学生が参加しました。

この活動報告は「備後産業交流展」で行

いました。これをもとに，人間文化学科

では，「遊びの研究」を開始し，新しい遊

びの提案ができればと考えています。

人間文化学科　教授　青木　美保

第32回福山大学薬学部　卒後教育研修会

　10月31日(土)，福山大学社会連携研

究推進センター(宮地茂記念館)のマル

チメディアルームで，本学薬学部金尾

義治教授を講師に，「治療薬物モニタリ

ング(TDM)の基礎と実践」と題して研

修会を開催しました。当施設のパソコ

ンが50台であることから，募集定員を

40名に設定しておりましたが43名の

受講者があり，TDMに対する関心の高

さが窺えました。TDMは，血中濃度や

治療効果をモニタリングしながら，そ

れぞれの患者に最適な薬物投与計画を

立案ă遂行するために行われ，医療の現

場で必要不可欠であるはずですが，背

景に難解な理論と計算があるため敬遠

されがちなのが現状です。金尾教授は，

本学薬学部創設期，まだパソコンもソ

フトも不十分な頃

からご自身で工夫

されてTDMシミュ

レーション教育を

続けられ，この分野

の草分けといって

も過言ではありま

せん。今回は，これ

までの金尾教授の

経験を基に，最新の

バンコマイシンのTDMソフトを通して

分かりやすく講演されました。具体的

な演習の前に，TDMの基礎となる薬物

動態学の簡潔で分かりやすい説明があり，

実践的な採血や血中濃度測定法の紹介

に続いて，TDM解析の個別演習を行い

ました。パソコンは1人1台ずつ使用でき，

バンコマイシンのTDMソフトの存在

を知っていても使い方が分からなくて

あきらめかけていた参加者の方からも，

分かりやすかったとの評価を得ること

ができました。

　薬学部　

教授　藤岡　晴人，西尾　廣昭

キャリア教育

実務実習事前学習への取り組み

企業見学　タカオ株式会社で遊具の制作過程を研修

　平成18年度より，薬学部は4年制か

ら6年制となりました。4年制と最も大

きく異なる点は，実務実習事前学習(以下，

事前学習)，薬学共用試験および病院 ă

薬局実務実習が必須化されたことです。

その中で，今回，4年次後期に初めて実

施した2.5カ月間の事前学習への取り

組みを紹介します。

　さて，この事前学習は文部科学省が

作成した「実務実習モデルコアカリキュ

ラム(122コマ)」に準じて実施すること

が求められています。本学では効率的

かつ効果的に学習が遂行できるよう，

モデルコアカリキュラムを若干改良し

た福山大学方略を作成して実施しまし

た(学生1人当たりの学習コマ数は112

コマ，月!木実施，実習期間は2.5カ月間)。

これは146名の4年次生を2!4つのグルー

プに分け，各グループが並行して異な

る学習を実施するというものです。担

当教員数は増えるものの充実した少人

数教育が可能となります。なお，事前学

習の一部の内容は4年次前期までに数

10コマ実施しているため総コマ数は問

題ありません。この福山大学方略やス

ケジュールは本学薬学部ホームページ

にもアップしていますのでご参照下さい。

非常に過密なスケジュールですが，薬

学部全教員が一丸となって事前学習を

推進し，全方略を無事完結することが

できました。

　本年度は大学会館，31号館，10号館

にて事前学習を実施しましたが，来年

度は新館(34号館)で実施する予定です。

本年度の経験を生かして方略，スケジュー

ルを改善し，来年度はさらに充実した

事前学習が実施できるよう取り組んで

いきたいと思います。

薬学部　准教授　佐藤　英治

調剤実地試験の風景
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日本医療薬学会　学術貢献賞　受賞　　薬学部　宇野　勝次　教授

　平成21年度日本医療薬学会学術貢

献賞を宇野勝次教授（薬学部）が，受賞

しました。受賞研究題目は『薬剤アレル

ギーの起因薬検出，臨床解析および発

現機構に関する研究』で，長崎市のブリ

ックホールで開催された第19回日本

医療薬学会年会で受賞式は平成21年

10月24日（土），受賞講演は25日（日）

に行われました。

　宇野教授は30年以上病院薬剤師と

して勤務する傍ら，臨床上薬物治療で

深刻な問題となっている薬剤アレルギ

ーの研究に取り組み，白血球遊走試験

によるアレルギー起因薬同定法の確立，

β−ラクタク系抗生剤の交差抗原性，

フルオレセインのアジュバント効果，

小柴胡湯の免疫活性作用，加齢による

薬剤アレルギーの変化，各種薬剤のア

レルゲン性，各種過敏症におけるアレ

ルギー反応の関与および薬剤アレルギ

ーにおけるサイトカインの関与など多

くの研究テーマに取り組み，多くの成

果（原著論文63報，総説30報，その他雑

誌15報，著書6冊）を上げてきました。

　また，宇野教授は薬剤師として唯一

日本アレルギー学会代議員と日本化学

療法学会評議員をなされ，専門の臨床

医からも評価されています。その意味で，

今回の受賞は宇野教授に相応しい受賞

であり，心からお祝いを申し上げます。

薬学部　教授　吉富　博則

　今年の9月16日（水）から3日間弘前

大学で開催された日本応用糖質科学会

平成21年度大会において，学会賞を受

賞しました。受賞タイトルは「米を中心

とする穀物胚乳澱粉の構造と物性に関

する研究」です。この学会は1952年に

澱粉工業学会として設立され，その後

1972年には日本澱粉学会，1993年に

は現在の学会名に改称され，今年第58

回大会が開催されました。この学会は

発足当初から産業界との連携を重視し，

産官学相互の研究協力からわが国の糖

質関連産業の発展に貢献してきました。

現在，会員数1,100名程の学会です。

　実はこの学会では，本学は大変有名

な存在で，４人もの歴代教員が学会賞

を受賞しています（小巻利章教授，不破

英次教授，廣海啓太郎教授，山本武彦教

授，受賞順，いずれも故人）。特に不破教

授と小巻教授は，ともに学会賞のさら

に上の二國賞も受賞されています。ま

た1993年と2001年には本学で大会が

開催され，いずれも300名以上の参加

者があり，2001年度大会では生物工学

科の福井作蔵教授と松浦史登教授に特

別講演をして頂きました。

　私は平成元年4月，本学工学部に開

設された食品工学科に講師として赴任

しました。その年にちょうどスタート

した農林水産省の米に関する総合研究

プロジェクト（通称，スーパーライス計

画）に食品工学科の初代学科長の不破

教授（私の大学院時代の指導教授でも

あり，私の恩師。後の本学工学部長）と

ともに参画し，海外の米試料に関する

県立広島大学との共同研究なども含め，

この20年間行ってきた米澱粉研究の

集大成に対して，今回受賞することが

できました。

　私は1994年から本学会の中国・四国

支部の常任幹事として，当時の小巻支

部長とともに支部運営に参加させてい

ただき，現在もその活動を積極的に推

進し，地元の糖質関連の研究者の方々

とも交流を深めています。1995年には

「トウモロコシを中心とする穀類澱粉

の構造と性質に関する研究」というテ

ーマで本学会の奨励賞をいただいてお

り，今年からは本学会の編集副委員長

として学会誌編集にも携わっています。

2004年からは広島県米粉利用推進連

絡協議会の会長として，米粉パンなど

の米粉の新しい用途の普及活動にも参

画し，微力ながら米の需要拡大のお手

伝いをさせて頂いております。

　最後になりましたが，今回の受賞は

ひとえに研究室のスタッフや卒業生の

頑張り，ならびに大学の皆様のご支援

の賜物ですので，ここに感謝致します。

そして，今後益々，教育・研究に努力し

て参りたいと思います。

　生命工学部　生命栄養科学科

　井ノ内　直良

「日本応用糖質科学会学会賞」を受賞して　生命工学部　井ノ内　直良　教授

研究室にて
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学 内 Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｃ Ｓ

サッカー部天皇杯出場について

全日本学生剣道優勝大会　対戦記　−緒戦で金沢大学に敗退−

戦いすんで。西森主将（前列中央）と選手達

2009年UCR日本文化研修初日讃岐うどん作りツアー
（瀬戸大橋にて）

2009年度 UCR日本文化研修 

　10月25日（日）に日本武道館にて開
催されました，第57回全日本学生剣道
優勝大会に出場しました。剣道を修練
するものにとって憧れの日本武道館に，
全国の地区予選を勝ち抜いた64大学
が集い，鍛錬の成果を競いました。福山
大学は，緒戦で本大会の常連，強豪の北
信越連盟代表，金沢大学と対戦しました。
試合は団体戦で，一試合3本勝負の7人
の対抗戦形式で行われました。
　先鋒の湯浅准多君（工学部3年）は試
合時間5分を戦い抜きましたが，胴を
決められ一本負け，続く次鋒の藤田旭
君（工学部3年）も面と胴の二本をとら
れ負け，五将の林優希君（経済学部3年）
は堂々の勝負から見事面を決めて一本
勝ち，中堅の杉原壮一郎君（経済学部2年），

続く，三将の松本宗樹君（経済学部2年）
はいずれも面の一本負け，副将の石井
玲司君（経済学部２年）は，二本を取ら
れ敗退，最後の対戦となる大将戦は坂
本至君（経済学部３年）が，意地を見せ，
正々堂々の試合を行いましたが，両者
譲らず引き分けとなりました。結局，勝
者数1対5（1分け）で敗退しました。
　実は，大会二週間前にインフルエン
ザ禍で一週間全く稽古ができないとい
う状況に見舞われました。私は，充分な
調整ができなかった中で，精一杯の戦
いをしてくれたと感じています。一方，
学生は今回の敗退を真摯に受け止め，
今年度最後の公式戦である12月の中
四国学生剣道新人戦に向けて，一丸となっ
た挑戦を開始しました。彼らの潔さに

幸あらんことを祈っています。引き続
きの応援をお願い申し上げます。
　剣道部　顧問・監督　
　　電子・ロボット工学科

　教授　香川　直己

　サッカー部は「2009年度全広島サッ
カー選手権」において2年連続4度目の
優勝を飾り，「天皇杯全日本サッカー選
手権」に出場いたしました。
　天皇杯1回戦は9月20日（日）に地元
福山市竹ヶ端運動公園陸上競技場にて
行われました。対戦相手のVファーレ
ン長崎はJFL（日本フットボールリーグ）
に所属する強豪チームで将来のJリーグ入
りをめざし出場選手の多くは元Jリーガー
という格上の相手でした。
　昨年の天皇杯では力を出し切れずに
敗れたため，今年は自分達の持ち味を
十分に発揮し最後まであきらめない戦
いを目標にトレーニングに励みました。
素晴らしい天候に恵まれた試合当日，
試合前のミーティングからウォーミン
グアップまでは若干堅さの見られた選
手達でしたが，キックオフの瞬間しっ
かりとスイッチをいれ積極的にチャレ

ンジしてくれました。その結果トレー
ニングで準備してきた組織的な守備
と積極的な攻撃を仕掛けることがで
き格上相手に対して十分すぎる戦い
を見せることができたと思います。残
念ながら残り５分を切ったところで疲
れのみえた一瞬の隙をつかれ失点し0
−1で敗れました。
　試合後の選手達は，しっかりと戦え
た満足感だけではなく，力の差を感じ
て敗れた悔しさの方が上回っているよ
うであり，これをバネにさらに成長し
てくれるものと確信しております。
　なお，当日は本当にたくさんの観客
の皆様に応援していただき，選手にパワー
を与えてくださいました。2,018名の
観客数は全国各地で行われた試合の中
で2番目に多い数だそうです。
　理事長先生をはじめとする大学関係
者の方々，福山市民の皆様の多大なる

ご声援ありがとうございました。チー
ム一同感謝の気持ちでいっぱいです。
　来年の天皇杯では悲願の一勝を達成
したいと思いますので今後ともご声援
よろしくお願いいたします。
　サッカー部監督

経済学科　准教授　吉田　卓史

　本研修は姉妹校であるカリフォルニ
ア大学リバーサイド校の学生を対象に，
日本文化の紹介の場を提供するもので
す。第4回目となる本年度は，9月6日（日）
から15日（火）までの期間で実施され
ました。カリフォルニアから来日した
7名がこれに参加し，日本文化を見聞
する機会を得ました。
　研修は各学部からの講義と基礎日本
語講習，並びに陶芸，華道，茶道，着付け，
うどん打ち体験，禅，能舞台見学などの
ワークショップ，及び香川，広島平和公
園，宮島，岡山への小旅行から構成され
ています。講義は，経済学部塚原先生，
人間文化学部田中（久）先生，工学部南
先生，生命工学部小谷先生，薬学部安楽
先生により行われました。基礎日本語
講習では，人間文化学部三浦先生，胡子

先生のご尽力をいただきました．ワー
クショップでは，陶芸の藤本先生，華
道の垣内先生をはじめ，茶道と着付け
並びにうどん打ち体験につきましては，
国際ソロプチミスト福山並びに福山
松永ライオンズクラブの皆様方にご
協力をいただきました。また，これら
の研修科目には，本学の学生がランゲー
ジパートナーとして多数参加しました。
始めはやや物怖じしていたランゲージ
パートナーたちも，そこは同じ学生同士，
すぐに打ち解けて親交を深めて行きま
した。UCR日本文化研修ではこのよう
に，学生間の交流を推進しているとこ
ろです。
　研修生諸君は期間中，福山ならびに
尾道地区の家庭に滞在し，日本の生活
文化を満喫したところです。ホームス
テイに関しましては，福山大学留学生
教育振興協会を中心に多大なるご尽力

をいただきました。この場をお借りい
たしまして，ご協力をいただきました
皆様に御礼を申し上げます。最後に，
UCR日本文化研修が今後も発展し，姉
妹校との関係がより充実したものとな
ることを祈念いたします。

　国際センター
国際交流部長　冨士　彰夫



資格取得をめざして―自分の器をさらに大きく―公務員講座開講中〜ただいま健闘中〜

　卒業後の進路に向けて，各種の資格を取得できるように次のような取り組みをし
ています。
《資格取得のための補習や課外講座》
　福祉住環境コーディネーター対策講座，ITパスポート試験対策講座，自動車整備
士試験対策講座，生物分類技能検定試験対策講座，潜水士免許試験対策講座等。
　資格を取得した場合は関連科目の単位を認定する制度もあります。
《資格取得総合センターの設置》
　経済学部には，資格取得センターを置き，資格等取得ガイダンスの企画，立案，情
報収集等を行っています。 
《教務課が窓口となっている検定》
　○受付のみ……英語検定，簿記検定等。
　○大学を受験会場としている検定……漢字検定，中国語検定，TOEIC等。
　教務課で受付をしている検定は年度始めに検定日，受付期間等掲示をしています。
資格を取得して自分の器をさらに大きくしてください。

　　　学務部　教務課

　経済状況が不安定な中，依然厳しい雇用状況。公務員
への採用枠は増えてはいますが「この道」はさらに厳し
いものです。
　「公務員」への「この道」。行き止まりの道ではなく，明
るい出口をめざしてみんな健闘しています。健闘して
いるのは受講生は勿論，公務員等対策部会の教員もそ
うです。別に勉強時間を設けたり，質問を受けたりして
います。皆さん，貪欲に活用してください。
　講座は基礎講座，本講座，直前対策講座からなります。
　６月から始まった講座も今や本講座に入り，個別ガ
イダンスでは進路や学習方法を相談し，公務員として
の心構えを勉強しています。また特別クラスにより，実
力もつけていってます。みんな道を切り拓いてください。

学務部　教務課
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合同企業説明会を開催

【サッカー部】
●4月12日〜10月18日　2009年度広島県東部社会

人リーグ1部　優勝
●4月26日〜11月15日　2009年度中国大学サッカ

ーリーグ（1部）　出場
●8月1日　第33回総理大臣杯全日本大学サッカー

トーナメント　出場
●9月20日　第89回天皇杯全日本サッカー選手権

大会　出場
●7月4日〜11月7日　Iリーグ中国2009　優勝

【陸上競技部】
●9月11日　天皇賜杯第78回日本学生陸上競技対

校選手権大会　出場　3000�SC　岡田泰平（経
済3年）

●9月23日　第41回全日本大学駅伝対校選手権大会
　中国四国地区最終選考会　第2位

●10月16日〜18日　第32回中国四国学生陸上競技
選手権大会　5000ｍ

　優勝　村田　総（建築・建設1年）
【硬式野球部】
●9月5日〜10月11日　平成21年度中国六大学野

球秋季リーグ戦　第5位　ベストナイン　外野手
部門　稲沢　航平（経済3年）

【軟式野球部】
●11月16日〜20日　平成21年度西日本地区学生

軟式野球秋季Ⅱリーグ戦　出場

【剣道部】
●10月25日　第57回全日本学生剣道優勝大会　

出場
●11月3日　第2回天野杯剣道選手権大会　優勝

【ソフトテニス部】
●8月26日〜30日　平成21年度秋季中国学生ソフ

トテニスリーグ戦大会　出場
【バドミントン部】
●8月5日〜9日　第34回中国学生バドミントン選

手権大会　出場
【ゴルフ部】
●7月14日〜15日　第33回中四国学生ゴルフ選手

権大会　出場
●11月9日〜10日　第30回中四国学生ゴルフ新人

戦 出場
【水泳部】
●9月11日〜13日　第64回国民体育大会（新潟国体）

高飛込　5位　藤井　誠也（建築・建設2年）
【ボート部】
●9月27日〜30日　第64回国民体育大会（新潟国体）

出場　北条　正人（海洋生物工3年）
●10月16日〜18日　第53回中国学生ボート選手

権大会　男子シングルスカル
　優勝　北条　正人（海洋生物工3年）

【弓道部】
●10月29日〜10月31日　第55回中四国学生弓道

選手権大会　女子個人
　優勝　山科　美帆（海洋生物科2年）

【ボウリング部】
●8月6日〜7日　平成21年度中四国学生ボウリン

グ連盟選手権大会　2人チーム戦　優勝
                              5人チーム戦　優勝　
　個人総合マスターズ戦　第2位　大下　純矢（機

械システム工3年）
●9月27日〜30日　第64回国民体育大会（新潟国体）

出場　大下　純矢（機械システム工3年）
【躰道同好会】
●8月8日　第9回国際躰道親善優勝大会　団体実戦

競技　優勝　豊田　健一（海洋生物工3年）
●8月9日　第5回世界躰道選手権大会　出場　
　大本　雄介（情報工4年）
●10月10日　第43回全国学生躰道優勝大会　男子

個人法形競技　優勝　大本　雄介（情報工4年）
【競技ダンス同好会】
●第64回神戸スターボール競技大会　種目　チャ

チャチャ・サンバ　優勝　大谷　亮弥（心理3年）
【YRC同好会】
●9月20日　第16回ゲタリンピック　ボランティア
●10月25日　第7回わいわいフェスタまつなが　

ボランティア
【学友会執行部】
● 10月23日　秋季学長杯争奪競技大会
● 11月26日　冬の献血キャンペーン

学務部　学生課

 新規学卒者の極めて厳しい就職環境に対

応し,本学では10月6日（火）に地元企業24社

に参加していただき,福山大学社会連携研究

推進センターで特別企画による合同企業説

明会を実施しました。150名の学生が参加し,

有意義な説明会となりました。厳しい景気

動向や業務実績の中にありながら本学との

連携を重視し,御参加いただいた企業様に

は大変感謝しております。

就職課

2009年度公開講座終わる

　福山大学と三原市中央公民館中講堂の２

会場で，9月から10月にかけて，「グローバ

ル時代を迎えた地域と私たち」という統一

テーマのもとに，福山大学公開講座を次の

通り実施しました。

第１話「サブプライムローンと私たち」

　経済学部　教授　冨士　彰夫

第２話「日中友好の架け橋−魯迅と後月郡

高屋町丹生との関係−」

　人間文化学部　教授　久保　卓哉

第３話「エコとエネルギーの話」

　工学部　教授　栗延　俊太郎

第４話「幹細胞と再生治療−人類2000年の

夢−」

　生命工学部　教授　山口　泰典

第５話「恙なくお過ごしでしょうか−感染

症のグローバル化−」

　薬学部　教授　福長　将仁

閉講式において，5回中4回以上の出席者に，

修了証書を授与しました。

　それぞれの会場の申込者数，受講者数，終

了者数は次の通りです。

 申込者の構成は，年齢では60歳以上，職業で

は主婦や無職の方が大部分を占めています。

受講者アンケートによれば「よくわかった」「わ

かった」を合わせれば両会場とも約90％を占

め概ね好評と言えます。来年度開講を希望す

る分野は，両会場とも昨年度同様「健康と薬」

「政治と経済」が多く，「文化芸術」がこれに次

いでいます。この結果を来年度講座に反映さ

せたいと思います。

公開講座委員長　井上　矩之会場
 申込者
 受講者
 修了者

福山
 163
 155
 94

三原
 78
 73
 49

INFORMATION インフォメーション



14 福山大学 学報　V��.122

国 際 交 流 瓦 版
◎広島県立世羅高等学校の非常勤講師として，李丹丹

さん（国際経済　4年　中国），中国語を週2時間講義。



 (2009年4月1日〜2010年3月31日)

◎首都師範大学（中国，北京）において，広島県留学フ

ェアに本学からブースを出展。牟田泰三学長，島敏

夫国際センター留学生部副部長，趙建紅国際センタ

ー講師が出席。　

◎八幡記念育英奨学会設立20周年記念懇話会に大久

保勲国際センター長と共に当奨学会奨学生の安田

彩乃さん（薬学　4年），阮苑さん（国際経済　4年

　中国）が出席。
 （6月12日）

◎アジア人財資金構想プロジェクト「高度実践留学生

育成事業」3期生に斉超蘭さん（人間文化　3年　中

国），于博泓さん（情報処理工　3年　中国），孫晶さ

ん（情報処理工　3年　中国）3名の採用が決定し，

　開講式に出席。
 （6月27日）

◎（財）ひろしま国際センター主催の平成21年度留学

生奨学金決定通知書授与式ならびに第1回奨学生

交流会に牟田泰三学長，島敏夫国際センター留学生

部副部長と共に奨学生王毅さん（経済　大学院　1年

　中国）ら７名が出席。
 （7月8日）

◎第5回異文化交流外国人日本語よみかたりコンク

ールにおいて，朴聖雨さん（国際経済　2年 韓国）の

「韓国語の由来」が準優勝。授賞者はさらに中国・四

　国大会第3回同コンクールへ出場。
 （7月26日）

◎姉妹校，上海師範大学（中国，上海）へ初の交換留学

生として竹内康朗さん（経済　2年）2009年8月か

ら半年留学。本学からも奨学金を授与。

◎松岡勇祐さん（国際経済　3年）が姉妹校カリフォ

ルニア大学リバーサイド校へ（独）日本学生支援機

構からの短期留学推進制度奨学金を得て，2009年

8月から半年留学。本学からも奨学金を授与。

　
 （8月1日）

◎海外姉妹校から今年度編・転入学した留学生が国際

センター主催の広島地域視察ツアーに参加し，世界

遺産の宮島や原爆ドームを見学。島敏夫国際センタ

ー留学生部副部長が引率。
 (8月3日)

◎学術教育協定校，対外経済貿易大学（中国，北京）に

おいて，大久保勲国際センター長が日中経済につい

　て集中講義。
 （9月7日〜9月11日）

◎中村宏子さん（人間文化　3年）が姉妹校カリフォ

ルニア大学リバーサイド校へ2009年9月から2010

年3月の間，（独）日本学生支援機構からの短期留学

推進制度奨学金を得て，留学。本学からも奨学金を

授与。

◎平成21年度広島地域留学生の進学説明会へ千葉利

晃工学部長と共に于博泓さん（情報工　3年　中国）

　も参加。
 （9月1日）

◎姉妹校カリフォルニア大学リバーサイド校（米国）

の留学生（7名）を対象に本学において平成21年度

第４回日本文化研修(JCP)を開講。地域の家庭にホ

ームスティをしながら，各学部講義や日本語学習

を初めとして，平和記念公園，原爆ドームや宮島等

の世界遺産の見学や能の観賞，座禅・陶芸・茶道・華

道・和服着付け等，日本伝統文化に挑戦。本学学生

もランゲージ・パートナーとして異文化体験。ホス

トファミリーについては，福山大学留学生教育振

興協会，讃岐うどん作りでは福山松永ライオンズ

クラブ，和服の着付けや茶道では国際ソロプチミ

ストからの支援には深謝。
 （9月6日〜9月15日）

◎平成21年度後期入学式に姉妹校より18名の留学生

　が出席。
 (9月15日)

◎第23回キワニス留学生日本語作文コンテスト奨学

金贈呈式に佳作を受賞した「桜の花を見る旅に向

けて」を執筆した張明明さん（国際経済　3年　中国）

と「ステキな夢」を執筆した朴聖雨さん（国際経済

　2年 韓国）が出席。
 （9月24日）

◎平成21年度備後地区留学生のための合同進学説明

会に本学教員と共に王暁磊さん（国際経済　2年　

　中国）も参加。
 （9月26日）

◎アジア人財資金構想プロジェクト「高度実践留学

生育成事業」平成21年度就職活動体験報告会にお

いて，当プロジェクト研修生で本学留学生の王媛

さん（国際経済　4年　中国）が就職活動体験発表。


 （10月6日）

◎本学と中国煙台職業学院韓国語（技術）学院との自

費留学生共同募集に関する協定書を締結。　

◎国際センターにおいて入学して１年以内の留学生

6名を対象として日本人学生チューター松岡紋子

さん（国際経済　3年）ら6名による日本語能力向上

　のための指導を開始。
 （10月21日）

◎第7回（2009年度）広島県東部高校生英語スピーチ

コンテストを大講義室にて開催され，７校11名の

高校生による英語でのスピーチ。福山暁の星女子

高等学校， 三年， 藤井佑香さんが A Poor Attitude
の演題でホームレスについて流暢な英語で語りかけ，

大賞に輝く。副賞として，UCRから一か月の短期留

学奨学金を授与。本学留学生の M������ E��� 

M�����さん（国際経済　2年　ケニア）による母国，

ケニア音楽のドラム演奏とダンス，王⩈さん（国際

経済　4年　中国）の美しい音色でのピアノ演奏に

高校生も感嘆の声。司会は，本学学生の大竹薫さん（経

済　4年）と今村さやかさん（薬学 1年）。


  (10月24日)

◎第16回スピーチコンテストを開催。日本語の部で

は張暁崢さん（建築　4年　中国）が「心のバリアフ

リー」の日本語スピーチで最優秀。英語の部では呉

嘉豪さん（国際経済　3年　中国）がCool Japanの

　英語スピーチで最優秀。
 （10月25日）

◎第35回三蔵祭で本学留学生会会長の斉超蘭さん（人

間文化　3年　中国）ら，模擬店を出店。新メニュー

　の水餃子が好評。
 （10月24日〜10月25日）

◎財団法人熊平奨学文化財団，平成21年度奨学生と

の懇親会に大久保勲国際センター長と当財団奨学

生の于秀英さん（国際経済　4年　中国），秦瑩瑩さ

ん（国際経済　4年　中国），王⩈さん（国際経済　4

年　中国）が出席。

◎（独）日本学生支援機構の私費外国人留学生学習奨

励費給付制度追加受給者として楊伊さん（人間文化

　3年　中国）ら12名が採用決定。本学当奨学金受給

　者は57名。 
 （10月28日）

◎国際連合大学（UNI）大西好宣学術研究官による私

費留学生育英資金貸与事業（FAP）募集説明会を開催。

本学が国際連合大学と締結し，FAPに協力大学と

して初めて参画。FAPは私費留学生が本学で学ぶ

ための資金を無利子で貸与する制度で私費留学生

　を支援。
 （10月29日）

◎（財）ひろしま国際センター主催の留学生のための

就職支援セミナーにおいて，本学留学生の徐海萍さ

ん（国際経済　4年　中国）が就職活動体験発表。

　
 （11月2日）

◎（社）福山青年会議所主催のしまなみ国際交流サイ

クリングツアーに本学留学生が多数参加。しまなみ

　海道のサイクリングを楽しむ。
 (11月8日)

◎アジア人財資金構想プロジェクト「高度実践留学生

育成事業」平成21年度インターンシップ体験報告

会において，当プロジェクト研修生で本学留学生の

孫晶さん（情報工　3年　中国）ら４名がインター

　ンシップ体験発表。
 （11月9日）

◎世新大学（台湾，台北）からD�. T��
-M��
-L��学長

が本学宮地尚理事長，牟田泰三学長を表敬訪問。両

大学の学術研究・教育交流の進展について意見交換。

　
 （11月11日）


学務部　国際交流課

　本学は国連大学と契約を締結し，国連大学

私費留学生育英資金貸与事業を始めること

となりました。

　これは，国連大学（国連の機関のひとつ，国

際的学術機関）が，日本政府と国際協力機構

（JICA）の資金協力を受け，本学を通じて，途

上国出身の学生に資金を貸与する制度で，物

価の高い日本に来た私費留学生が，知識や技

術を身につけ，卒業後は母国，世界に貢献で

きる人材に育つよう，支援することを目的と

しています。

　借入可能額は最低10万円です。貸与の上限

金額は，学生の卒業までの期間と据え置き期

間（学生への貸与から返還を始めるまでの期間）

により決定され，卒業までに完済できるよう

に設定されています。借入可能最高額は学部

1年生で実質40万円です。返済は貸与金額に

関わらず，毎月1万円となっています。貸与上

限額は，次の①または②の低いほうの金額となっ

ています。

①�（貸与を受ける月から課程を修了する月ま

での月数）− 4 − 据え置き期間の月数） ×

1万円

②4年間課程は40万円，3年間課程は30万円，

2年間課程は15万円

　据え置き期間は学部学生の場合，1ヵ月，3ヵ

月，6ヵ月から選べます。

　利子も保証人も必要ありません。選考基準は，

資金の必要性，責任感，学業成績，健康状態，返

済能力等ですが，特に学業成績を重視します。

　なお，詳細については，学務部国際交流課に

ご照会ください。

国際センター長　大久保　勲 

本学と国連大学による留学生支援プログラム
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編集後記

　2009年度後半期の活動の報告です。第１回ホームカミングデーが開催

されました。また，社会連携センターの本格的な活動が進み，福山大学の

地域社会における存在感は増しています。今後のますますの発展を祈念し，

122号をお送りします。

　本学名誉教授井口定男先生が平成21年

９月１日に89歳で逝去されました。先生は

東京帝国大学医学部薬学科をご卒業後，昭

和27年から30年間，九州大学薬学部におい

て，誕生したばかりであった薬剤学の発展

にご尽力されました。医薬品の適正使用や

製剤特性の向上，ヒトにおける薬剤の代謝

研究などを展開され，昭和56年に「医薬品

の薬剤学的評価研究」により日本薬学会学

術賞を受賞されました。

　昭和57年からは福山大学薬学部長として，

新しい医療薬学教育の実践のため，モデル

薬局の設置，病院薬局実習の必修化，医療

機関との協力体制の構築，さらには大学院

薬学研究科医療薬学専攻の新設と斬新な

計画を次々と実施されていかれました。こ

のような永年の教育・研究のご功績により

平成8年に勲二等瑞宝章を受章されました。

　平成12年からは副学長として，また平成

14年に退職された後も，理事として本学の

発展に力を尽くされました。ここに先生の

ご遺徳を偲び，衷心よりご冥福をお祈り申

し上げます。　　　　　　　　　　　　　

薬学部　教授　五郎丸　毅

　三蔵祭（大学祭）期間中の10月24日（土）

の11時から福山大学後援会役員会（理事会）

が19号館1921教室で開催されました。

　喜多村後援会長，牟田学長の挨拶に続い

て会長・副会長・監事・理事が自己紹介を行い，

その後，８月下

旬から９月上旬

に全国13会場

で開催された後

援会地区別総会

の報告がありま

した。

総務部　庶務課

　無漏田先生は，一昨年の夏に発病し，その

後も治療を受けながら教壇に立ち熱心に学

生指導を行ってきましたが，今年の6月27

日に肺がんのため逝去されました。先生は，

本学に赴任して今年で20年目となり，その間，

広報委員長，建築学科の学科長，入試委員長

等を歴任され，学科及び大学に多大なご貢

献をなさいました。研究面においても，地域

医療，福祉施設，市民利用施設等の地域施設

に関する多くの研究業績を残されています。

6月初旬に行われた卒業研究の中間発表会

では学生に対して質問や助言を行い，自宅

療養中も，メール等で亡くなる直前までゼ

ミ学生の指導を行っていました。現在，無漏

田ゼミの卒業生たちで結成された無銘会と

いうOB組織が，先生の志を引き継ぎ，福山

大学で行ってきた20年間の研究業績を集大

成としてまとめようとしています。無漏田

先生のご冥福をお祈り申し上げます。

建築・建設学科　学科主任　大島　秀明

挨拶する喜多村後援会長 役員会の様子

福山大学後援会役員会（理事会）
開催される！

入試広報室から
◆入試説明会

　高校進路指導担当者を対象に，福山大学

および福山平成大学の入試説明会を6月15

日から19日まで，各地の12会場で開催しま

した。

　高校からの参加者は, 132校139名でした。

◆大学参観を兼ねた入試説明会

　9月18日，福山大学および福山平成大学の

大学参観を兼ねた入試説明会を合同開催し

ました。参加教員の事前希望であった両大

学の施設・設備の見学後，福山市内のホテル

で両大学の入試説明，質疑応答が行われま

した。参加者は, 6府県43校59名でした。

◆進学相談会（業者主催）

　業者主催の進学相談会において，本年度

は広島など22都市47会場で高校生・保護者・

教員，総計682名の進学相談に応じました。

◆福山大学見学会・体験入学会

　毎年恒例の見学会を7月18日，9月12日，

体験入学会を8月2日，8月29日に開催しま

した。

　見学会の参加者は，7月18日は高校生213名，

保護者64名，計277名，9月12日は高校生74名，

保護者41名，計115名でした。体験入学会の

参加者は，8月2日は高校生535名，保護者

174名，計709名，8月29日は高校生230名，

保護者96名，計326名でした。

　福山平成大学では，7月4日，9月12日に見

学会，7月26日，8月29日に体験入学会を開

催しました。見学会の参加者は，7月4日は高

校生59名，保護者26名，計85名，9月12日は

高校生65名，保護者18名，計83名でした。

　体験入学会の参加者は，7月26日は高校生

281名，保護者50名，計331名，8月29日は高

校生146名，保護者48名，計194名でした。

◆高校PTA・教員・生徒の本学訪問

　4月下旬から福山大学および福山平成大

学への訪問は, 高校12校918名でした。


